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SBI ホールディングス株式会社 
 

 
シンガポールの大手暗号資産プラットフォーム 
Coinhako 社の連結子会社化に関するお知らせ 

 
SBIホールディングス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役会長兼社長：北尾 吉孝、以下

「当社」）は、当社子会社であるSBI Ventures Asset Pte. Ltd.（所在地：シンガポール、代表者：宗 
英一郎）を通じた、Holdbuild Pte. Ltd.（本社：シンガポール、代表者：Yusho Liu / Gerry Eng、
以下「Coinhako社」、同社グループを総称して「Coinhako Group」）への資本注入及び既存株主か

らの株式取得について、シンガポール金融管理局（MAS）より必要な承認を取得いたしました。こ

れにより、7月16日付でCoinhako社の株式の過半数を取得し、同社を連結子会社といたしましたの

でお知らせいたします。 
 
Coinhako Groupは、シンガポールにおけるデジタルアセット分野のパイオニアです。主に、

MASより主要決済機関（Major Payment Institution）のライセンスを受けたHako Technology Pte. 
Ltd.と、英領バージン諸島金融サービス委員会（BVI FSC）登録の暗号資産サービスプロバイダー

であるAlpha Hako Ltd.を通じて事業を展開しています。 
 
当社グループは現在、シンガポールをデジタルアセット戦略における重要拠点と位置づけ、APAC

地域を中心にデジタルアセット経済圏の構築を推進しています。また、Startale社との協業を通じ、

日本初の信託型円建てステーブルコイン「JPYSC」をローンチするなど、オンチェーン領域におけ

る次世代金融の事業基盤構築を進めております。 
 
今回のCoinhako社の買収は、当社グループがグローバルにおけるデジタルアセット戦略を推進す

る上で、重要な一歩となるものです。シンガポールにおける規制に準拠した暗号資産取引所の運営

を通じてCoinhako Groupが培ってきた顧客基盤やノウハウおよび地域ネットワークと、SBIグルー

プの金融サービス、テクノロジーおよびグローバルネットワークを組み合わせることで、日本と東

南アジアを起点とするデジタルアセットのグローバルコリドーを拡充していきます。 
 
今後、JPYSCを含む当社グループの暗号資産・デジタル金融分野のサービスおよびインフラとの

連携も視野に入れ、日本と東南アジアをシームレスにつなぐ新たなサービスの創出を目指します。

さらに、各国・地域の法令および規制を踏まえ、暗号資産取引サービスの高度化に取り組むととも

に、トークナイゼーション、ステーブルコイン、オンチェーン金融、クロスボーダー取引などの領

域における新たな事業機会を検討してまいります。 
 
なお、本年は、日本とシンガポールの外交関係樹立60周年という記念すべき節目にあたります。



                                                    

当社グループは、今夏に初めてシンガポールでの海外拠点長会議の開催を予定しており、同国にお

ける事業基盤を一層強化するとともに、現地の関係機関・企業との連携を深め、両国の金融・デジ

タル分野の発展に貢献してまいります。 
 
【SBIホールディングス株式会社 代表取締役会長兼社長 北尾 吉孝】 
「当社グループでは世界中の取引所を繋ぐことで、デジタルアセットのグローバルコリドーを創出

し、世界中の投資家が国境・通貨の壁に阻まれること無く、最適な投資を行える世界を実現したい

と考えています。その中でデジタルアセット関連の規制が先行するシンガポールは重要な地域であ

り、今回、盤石な顧客基盤と事業ノウハウを持つCoinhakoがSBIグループに加わったことを、非常

に嬉しく思います。JPYSCをはじめとする、双方の様々なシナジーを早期に具現化することで、次

世代の金融サービスを一刻も早く提供してまいります。」  
 
【Coinhako 共同創業者兼 CEO：Yusho Liu】 
「SBIグループへの参画は、Coinhakoにとって次なる成長のステージへ進むための自然な歩みで

す。私たちは過去10年間、世界で最も先進的な規制環境のもと、東南アジアで最も信頼され、法令

遵守を徹底した暗号資産プラットフォームをゼロから築き上げてきました。今回、SBIグループの強

力な後押しを得たことで、強固な事業基盤と広大なエコシステムが加わり、東南アジア全域のお客

さまへ次世代のデジタル金融サービスをお届けするという私たちの使命を、より高いレベルで実現

できるようになります。私たちの挑戦は、まだ始まったばかりです。」 
 

以上 
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本プレスリリースに関するお問い合わせ先：  
SBI ホールディングス株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 03-6229-0126 


